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　奈落とアヤカシの住まう街、カムイＳＴ☆Ｒでの抗争が一段落し、ロシアはついにＮ◎ＶＡへの足がかりを得
ようとしていた。
　ニューロエイジで最も活気と欲望の渦巻く街、トーキョーＮ◎ＶＡ、ここを抑えるということは世界を制するに等
しい。
　その地でロシアの“蝶”バーブチカは地元や北米のマフィアたちと如何に渡り合うつもりなのか。
　かくして、運命の扉は開かれる。

　キミはロシアの暗殺集団、ツヴィトークとして鍛えられ、ついにデビューすることとなった。
　標的は、未だバーブチカが進出できない最強のメガプレックス・トーキョーＮ◎ＶＡに住む少女。
　元カーライル・シンジゲートでキミと同様に暗殺者として鍛えられ、足抜けし平和に暮らす少女に
は、嫉妬すら覚えるが、何の事はない相手に見える。
　だが、組織はキミにベテランの相棒をつけてきた。

　Ｎ◎ＶＡでのアーコロジー新築計画の入札に、ロシアの企業が参加してきた。
　規定通りの手順を踏んでおり、全く問題はなく、社長のヴァローナ・ビエルスキーにも怪しいところ
は感じられないが、今まで本格的に乗ってこなかった相手の参入に、千早雅之は少なからぬ興味
を示したよらしく、ロシアの本気がどの程度のものか、キミに調査を命じてきた。
　わざわざキミを選んできたと言う事は、それなりの荒事も覚悟していると言うことだろう。
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　キミの事務所には分不相応な超演算処理機能、だが、キミにとってはかけがえのない家族だ。
　その家族が、不思議な事を言いだした、なんでも、Ｎ◎ＶＡが消滅するかもしれないという。
　その娘は急いで軌道への脱出経路を探っているが、キミはその前にＮ◎ＶＡを何とかする方が大
事だと感じていた。

　キミがいつものように情報の海を散歩していると、大量の武器弾薬の流れが目に付いた。
　この分量はどこかのレッガー達の抗争というレベルではない、なにしろウランとかいう単語も目に
付く。
　この情報をそのままどこかに売り渡すだけでも十分な報酬が期待できるが、どうせなら裏を取っ
て何が起こるかを見極めるのが、正しいニューロのあり方というものだ。



パトソールニチニク カゲ◎ カゲ チャクラ●
理性：８／１３、感情：２／１５、生命：７／１３、外界：４／８
白兵 ４：♠♣♥♦
運動 ４：♠♣♥♦
自我 ２：♠・・♦
知覚 ２：・♣・♦
心理 ２：♠・♥・
鉄拳 ３：♠♣♥・ 白兵・運動
鉄身 ２：♠・♥・ －
手刀 ３：♠・♥♦ 白兵
空蝉 ２：♠・♥・ 運動
死点撃ち ２：・♣・♦ 白兵・射撃
猿飛 ３：♠♣・♦ 運動
※陽炎化 ２：・♣・♦ －
武器：素手 攻：殴０
チェーンメイル 殴：１、刺：０、斬：２、爆：１
ロシアのマフィア・バーブチカの少年少女による暗殺部隊ツヴィトークの一輪、ひまわり
アンヘラ暗殺指令を受けたＰＣ１の監視・後始末役

ヴァローナ・ビエルスキー エグゼク◎ カリスマ● カブト
理性：５／１２、感情：５／１２、生命：４／１２、外界：７／１３
運動 ３：♠♣♥・
交渉 ４：♠♣♥♦
自我 ４：♠♣♥♦
心理 ４：♠♣♥♦
社会：Ｎ◎ＶＡ ２：♠・・♦
社会：企業 ４：♠♣♥♦
社会：バーブチカ ４：♠♣♥♦
社会：ロシア ４：♠♣♥♦
コネ：ローザ １：♠・・・
コネ： １：・♣・・
コネ： １：・・♥・
コネ：パトソールニチニク １：・・・♦
集団催眠 ２：♠♣・・ 交渉
サブリミナル ２：♠・・♦ 交渉
狂信者 １：・・・♦ 交渉
親衛隊 １：・・・♦ －
直属部署 １：・・・♦ －
※プレコーション ４：♠♣♥♦ －
フォーマリティ 殴：２、刺：０、斬：１、爆：２
アーマースキン 殴：２、刺：１、斬：１、爆：３
クロックアップ 次のカットからアクションランク３
ロシアから進出してきた企業の社長、アーコロジーを入札に参加。
爆薬の塊としてＮ◎ＶＡを抑えるつもりでいる、爆破・Ｎ◎ＶＡの消滅も辞さない。

アンヘラ ミストレス◎ フェイト● マネキン
ミストレス→カブトワリにスタイルチェンジする。
神業のみ使用。
ＰＣ３に保護される立場。

マミー（セラフ） バサラ● ニューロ ハイランダー◎
Ｎ◎ＶＡの爆破計画を察知し、一家ごと軌道に逃げる計画を立てている。
神業のみ使用。
ＰＣ３に保護される立場。


